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学校薬剤師とは

学校の環境衛生に関する管理・指導や健康相談、保健指導などを行

うことで子どもたちが健康に学べるよう、学校環境の安全を守って

いる。

幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、高等学校、高等専門学校、

特別支援学校に至るまで大学を除く国立・公立・私立の学校すべて

学校の学校環境衛生活動の1年間の計画「学校保健計画」を策定し、

その計画に基づき、検査を実施している。



１年の予定
４月
照度

５月
飲料水検査

６月
プール検査

７月
空気環境調査

８月
食中毒講習会

ダニ

９月
水質検査

１０月
照度

１１月
職域連合会議

１２月
保健だより

１月
空気環境調査

２月
学校保健委員会

３月
保健だより



プール検査
プールを介して感染する恐れのある感染症を予防する

施設・設備の衛生状態

水質検査



○日常点検の状況 ○プール用薬剤の管理状況 ○プール水取水口の状況

施設・設備の衛生状態



水質 遊離残留塩素

pH 値

濁度

大腸菌 →糞便による汚染

有機物等 →有機物による汚染

一般細菌 →生物学的な汚染

総トリハロメタン →消毒副生物の抑制

循環ろ過装置の処理水

現地で
自己計測

外部検査機関



採水ポイント

プールの対角線上のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ地点
水面下20cｍ付近で採水します。

D

プール



○50ｍLガラス瓶

→総トリハロメタン

泡立てないように、満水まで採水

○500ｍLポリエチレン瓶

→有機物、ｐＨ、色度、濁度

共洗い後、ほぼ満水まで採水

○100ｍＬ滅菌瓶

→一般細菌、大腸菌

すすがず、９分目まで採水



○遊離残留塩素濃度
基準値：０．４mg/L以上１．０mg/L以下



○ｐH

基準値：ｐH５．８～８．６



結果

検査機関の分析結果

基準適合



結果

遊離残留塩素濃度

下限を下回った



考察

気温３７度

水温３１度

晴れ

塩素消費量増加
２回目の塩素散布ま
で基準以上の濃度を
維持できなかった

塩素の散布は１日２回。この授業の後に２回目の散布をする



学校への報告



まとめ

学校薬剤師は学校内の環境衛生を守る専門家

健康で安全な学習環境作りに貢献

ご清聴ありがとうございました
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